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Ever since the revival of the model name in 2016, 
Honda Africa Twin has been well-supported by the 
customers as an adventure motorcycle enjoyable on off 
roads as well as for touring on pavement. After four 
years since the initial launch in 2016, a full model 
change has been conducted in this project, renewing 
everything from the engine, frame body, suspension 
to the exterior, gaining more power by the increased 
engine displacement while reducing weight of the 
complete motorcycle. Accordingly realized are the 
more off-road friendly Africa Twin, and the Africa 
Twin Adventure Sports more suitable for touring with 
abundance of extra equipment for long, comfortable 
rides. 

Fig. 1   CRF1100L Africa Twin
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2016 年に෮活を਱げたAGrica	 Twin は，オフローυ૸

行とツーリング૸行をどちらもָしめるアυϕンνϟーϞ

デルとして高い࣋ࢧをಘている．本։発では，2016 年か

ら４年をܦてϞデルνΣンジを実ࢪし，エンジン，ं 体ࠎ

֨，଍回り，外૷すべての刷৽をおこなった．その݁Ռ，ഉ

．੒ं重ྔの௿減をୡ੒した׬上や޲大によるग़力֦ྔؾ

これによりオフローυ૸行をよりָしめる AGrica	 Twin

と，૷උのॆ実をਤりよりշదなツーリングをՄೳとする

AGrica	Twin	AdventVre	4portT を実ݱした．

̍ɽ·͕͖͑

初代AGrica	Twin は，パリ，μΧールラリーで 1986 年か

ら４年࿈ଓ༏勝をୡ੒したNXR750 の技術をフィーυバッ

クして։発されたアυϕンνϟーϞデルである．ラリーで

勝つためにはաࠅな道を͚ۦൈ͚る高い૸ഁੑと，長時間

のライディングで集中力をอてるշదੑが必要となる．こ

の高い૸ഁੑとշదੑをซせ࣋つのがAGrica	Twinである．

1988 年に初代 AGr ica	 Twin として XRV650 が஀生

した．その後，ഉ֦ྔؾ大などϞデルνΣンジをおこな

いながらも 2003 年にその生࢈をऴྃした．その後もѪ

好Ոからの AGrica	 Twin ෮活を๬Ή੠はڧく，2016 年

に $RF1000L	AGrica	 Twin（１）として෮活を਱げた．さら

に 2018 年には，よりツーリング૸行をָしめる AGrica	

Twin	 AdventVre	 4portT をタイプ௥加することでアυϕ

ンνϟーϞデルとしてのָしみの幅を֦げた．2020 年

Ϟデルでは，これら二つのタイプそれͧれの世ք観を確

たるものにすべく，෮活後４年でϞデルνΣンジを実ݻ

ं，し，エンジンࢪ 体֨ࠎ，଍回り，外૷，すべての刷

৽をおこなった．それがオフローυ૸行をよりָしめ

る $RF1100L	AGrica	 Twin（Fig. 1）と，よりշదなツー
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リングをՄೳとする $RF1100L	AGrica	 Twin	 AdventVre	

4portT（Fig. 2）である．

Ҏ下にそれͧれのಛ௃である，オフローυ૸行のための

進化とツーリングのための進化を中心にղઆしていく．

なお，本稿ではそれͧれのϞデルをҎ下のようにݺぶこ

ととする．

前Ϟデル4TD�	$RF1000L	AGrica	Twin

前ϞデルA4�	$RF1000L	AGrica	Twin	AdventVre	4portT

本Ϟデル 4TD�	$RF1100L	AGrica	Twin

本ϞデルA4�	$RF1100L	AGrica	Twin	AdventVre	4portT

Fig. 2   CRF1100L Africa Twin Adventure Sports

Table 1   Comparison of specifications and equipment between developed and previous models

Item

Developed model Previous model
CRF1100L
Africa Twin

CRF1100L
Africa Twin

Adventure Sports

CRF1000L
Africa Twin

CRF1000L
Africa Twin

Adventure Sports
1083 998

92.0 x 81.5 92.0 x 75.1
75/7,500 70/7,500
105/6,250 98/6,000

226 {236} 238 {248}
[240 {250}]

230 {240} 243 {253}

870
850 (Low position)

870
850 (Low position)

870
850 (Low position)

920
890 (Low position)

18.8 24.8 18.8 24.2
Low height High height

(Manually adjustable)
Low height High height

With tube Tubeless With tube
- -

[Equipped]
- -

LED LED LED
- Equipped -

LCD LCD
6.5-inch touchscreen colored TFT -

Adopted -
Equipped -

4 fixed modes and 2 user modes 3 fixed modes and 1 user mode
2 modes (on- and off-road) -

7 levels and off setting 7 levels and off setting

Tire

Meter

Displacement (cm3)
Bore x stroke (mm)
Maximum power (kW/rpm)
Maximum torque (Nm/rpm)
Curb weight (kg)

Seat height (mm)

Fuel tank capacity (L)
Windscreen

Electronic suspension

Headlight
Cornering light

Display
Apple CarPlay*
Cruise control
Riding mode select
ABS mode select
Torque control
Wheelie control

Numbers in { } show DCT model.
Numbers in [ ] show optional electronic suspension model.
*Apple CarPlay is trademark of Apple Inc.

3 levels and off setting -

̎ɽ։ൃのͶΒ͍

AGrica	Twin がྺ代कりଓ͚ているものは，オフローυ

૸行とツーリング૸行のどちらもָしめるということであ

る．前ड़のとおり，前Ϟデルには4TDと A4の二つのタイ

プがある．4TDにはスリϜでܰྔなं体によるܰշにオフ

ローυを૸行できるಛ௃，A4 には大容ྔの೩ྉタンクと

大きなフΣアリングによりଘ分にツーリングをָしめるಛ

௃を࣋たせている．

本Ϟデルでは，これら二つのタイプのಛ௃をより確ݻた

るものにするために，4TDのオフローυ૸行ੑೳにຏきを

か͚，A4 ではよりշదなツーリングをָしめることをͶ

らいとした．しかしながら前Ϟデル A4をϕースにさらな

るツーリングでのշదੑの進化をਤる৔合，૷උの௥加な

どによる重ྔ増など，オフローυ૸行ੑೳの௿下がߟえら

れる．また，4TDにお͚るオフローυ૸行ੑೳの進化もݶ

ఆ的となる．そこで本Ϟデルにおいては，すべての部඼の

見直しをおこなって，オフローυ૸行ੑೳに༏れた 4TD

と，ツーリングのための進化をਤった A4の実ݱを目ࢦす

こととした．Table 1にओ要࢓様૷උ一ཡをࣔす．

̏ɽΦϑロʔυ走行のたΊのਐԽ

大ܕオンʗオフローυϞデルΧテΰリの中で，AGrica	

Twin の࣋ちຯとされているѹ౗的なܰշੑをさらに進化
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Reciprocating
parts

させた．ここでは，Ҏ下の三つにߜりड़べる．

（１）	エンジンおよͼं体のܰྔ化

Ϟーメントの௿減ੑ׳੒ंのマスの集中による׬	（̎）

（̏）	フϨーϜ߶ੑの見直し

�����ܰྔԽ
本Ϟデルにおいては，後ड़するഉ֦ྔؾ大によるಈ力ੑ

ೳの޲上や૷උのॆ実をਤりながらも，ڧ౓などの一ൠಛ

ੑを同౳Ҏ上に確อしながら׬੒ंશ体重ྔで比ֱして，

前Ϟデルに対し4TDで 4	 LH，A4で 5	 LH のܰྔ化をୡ੒

した．

�������ΤϯδϯのܰྔԽ
本Ϟデルでは，ಈ力ੑೳ޲上のためにエンジンഉྔؾの

֦大をおこなった．௨常ഉྔؾの֦大は，エンジンサイζ

の大ܕ化およͼग़力޲上に൐う֤部ڧ౓の޲上のため，エ

ンジン重ྔの増加を൐うことが多い．しかし本Ϟデルで

は，前Ϟデルに対しマニϡアルトランスミッションϞデ

ルで 2.5	 LH，D$TϞデルでは 2.2	 LH のエンジンのܰྔ化

をୡ੒した．Fig. 3に本Ϟデルに投ೖしたエンジンにお͚

るओ要技術をࣔす．また，Ҏ下にエンジンのܰྔ化の֩と

なった技術についてղઆする．

エンジンશ体の重ྔܰ減は，Fig. 4にࣔすϐストン，ク

ランクシϟフト౳のओӡಈܥ部඼の重ྔをいかに཈えら

れるかに大きくґଘする．ഉ֦ྔؾ大の手ஈとしてબ୒し

たストローク֦大はԟ෮部のੑ׳力を増加させる．ڧ౓確

อのためにԟ෮ӡಈ部඼が重くなると，ԟ෮部のੑ׳力は

さらに増大し，そのੑ׳力に対Ԡすべき部Ґも重くなる．

よって，ԟ෮部ੑ׳力を前Ϟデル同౳に཈えることをͶら

いとして，前Ϟデル同౳の଱ੑٱと 8.9� のܰྔ化目ඪを

ઃఆした．

ԟ෮ӡಈ部のܰྔ化実ࢪ内容について，ϐストンとϐス

トンϐンについてड़べる．ϐストンは最దな೑౪み形状を

実ݱするため，ܕൈき方޲を変ߋしϐストン಄部の重ྔを

௿減させた．ϐストン಄部のܰྔ化は，ϐストンϐンを中

心とした回転方޲のੑ׳を௿減し，ϐストンスΧート部と

シリンμとのিಥԻの௿減につながる．これによりিಥԻ

の཈制のために必要であったϐストンスΧート໘ੵをॖ

খでき，さらなるܰྔ化がՄೳとなった．݁ Ռ Fig. 5にࣔ

すように，スΧート幅を 11.4	mm，શ高を 3	mm ୹ॖし，಄

部の೑౪みと合わせてϐストン୯体で 7�のܰྔ化をୡ੒

した．

ϐストンϐンは負ՙをड͚た変形時において，スϜーζ

な५׈を確อする事がٻめられる．前Ϟデルでは，೑ްに

よる߶ੑで変Ґを཈制し，一ఆのܺ間を確อし༉ບをอ࣋

して対Ԡしていた．本Ϟデルでは，よりߗ౓が高く༉ບอ

࣋ੑの高い表໘ॲཧを࠾用することで，ԁ؀߶ੑを下げな

がらも଱ੑٱの確อがՄೳとなり，外ܘは同じまま内ܘを

Fig. 3   Key technologies of powertrain

Fig. 4   Reciprocating parts in main motion system
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Characteristic
technology

Displacement increased

TBW: throttle boa diameter increased

Exhaust gas control valve

Aluminum cylinder liner

Balancer gear: scissors mechanism eliminated

Optimized reciprocating parts’ shapes

Manual transmission: clutch size reduced

DCT: gear material changed

Biaxial primary balancer

2 spark plugs per cylinder with phased firing

270° phased crankshaft

Built-in oil tank dry sump system
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Scissors
mechanism
eliminated

Previous modelDeveloped model

Gear width -4.5 mm

Sub-gear:
scissors
mechanism

Fig. 6   Comparison of front balancer gear

Fig. 7   Comparison of front balancer gear sound 
ratings

1.8	mm ֦大し 32�ബ೑化した（Fig. 5）．これによりϐスト

ンϐン୯体で 19� のܰྔ化をୡ੒した．その݁Ռ，ԟ෮ӡ

ಈ部඼合ܭで 8.9� のܰྔ化をୡ੒し，ԟ෮部ੑ׳力は前

Ϟデル同౳とした．

また，ギϠۦಈԻの௿減のために，前Ϟデルで࠾用して

いたバランサギϠとプライマリギϠのサブギϠ機ߏをഇࢭ

しܰྔ化をਤった．Fig. 6に代表としてフロントバランサ

ギϠ部の前Ϟデルとのߏ଄比ֱをࣔす．サブギϠ機ߏは，

̎ຕのギϠを重Ͷて૬手ギϠをڬみ込Ήことで，ギϠ間の

バックラッシが無い状態としているが，本ϞデルではギϠ

のࣃ໘࢓上げ੡๏の変ߋによるࠩެްࣃのॖখと，֤ ギϠ

࣠間ڑ཭のެࠩॖখなどにより，バックラッシを௿減し，

Ͷらいのੑೳをಘることができた．Fig. 7にフロントバラ

ンサギϠ部の社内エΩスパートによるギϠԻධ価ϙイント

の比ֱをࣔす．前Ϟデルに対し，バックラッシのϨンジを

26�ॖখし，目ඪのԻੑೳをୡ੒した．

クランクシϟフトは 6.4	mm のストローク֦大に൐い大

֤，化するがܕ 部の೑౪みྔを増やすなどのࡉ部の形状変

に൐うギϠ幅のॖখ（Fig. 6）にࢭのഇߏと，サブギϠ機ߋ

より，前Ϟデルと΄΅同౳の重ྔとした．݁ Ռ，ഉ֦ྔؾ

大にもかかわらͣ，ओӡಈܥ部඼の合ܭ重ྔは前Ϟデルに

対し -820	H となるܰྔ化をୡ੒した．

ओにこれらのओӡಈܥ部඼のܰྔ化の効Ռにより，スト

ローク֦大関࿈Ҏ外の，エンジンओ要部඼の࣠間ڑ཭やエ

ンジンのશ幅を前Ϟデル同౳に཈えることができた．́ か

にもシリンμスリーブࡐ質をரమからアルミニ΢Ϝෳ合ࡐ

ྉへ変ߋ，クラッνのコンパクト化，高ڧ౓なࡐ質に変ߋ

することでギϠ幅のॖখなどによるܰྔ化をおこない，ग़

力を޲上しながらも前Ϟデルよりܰྔなエンジンとなった

（Fig. 8）．

�������ंମのܰྔԽ
పఈしたܰྔ化をͶらいとし，ं 体ڧ౓と߶ੑ，ࡐ質，

੡଄方๏についてࡉ部に渡りݕ౼をおこない，ج本֨ࠎか

ら৽ઃܭした．Fig. 9に本Ϟデルのं体ܰྔ化にد༩౓の

大きい部Ґをࣔす．

フϨーϜボデーは，前Ϟデルのスνール੡の前後一体ߏ

଄に対し，本ϞデルではリϠフϨーϜをボルトオンタイプ

の分ׂߏ଄とし，リϠフϨーϜのࡐ質をܰྔなアルミ੡と

した．スνール੡のメインフϨーϜは，3.3. અで後ड़する

߶ੑバランスの見直しをਤることで，フロントクロスパイ

プのഇࢭをՄೳとした．また，֤ エンジンϋンΨーのࡉ部

形状変ߋにより，ै དྷ同౳のエンジン౥載ੑを確อしなが

Previous
model

Developed
model

Skirt width -11.4 mm Weight reduced area Height -3 mm

Thickness -1.8 mm (-32%)

Fig. 5   Comparison of reciprocating parts
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line

Developed model range (-26%)

Previous model range

S
ou
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 r
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g

Gear backlash

Good
1 point

Wide

Previous model
(Sub-gear)

Developed
model

Fig. 8   Comparison of engine weights

Weight reduction -2.5 kg
(Manual transmission model)

900 1000 1100 1200

Displacement (cm3)

Light weight
(OFF ability)

Power increase
(Touring ability)

Engine
weight

Good

Previous model

Estimated weight
on trend line

Developed model
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Fig. 9   Main points of modification of frame body and swing arm

Main frame -0.6 kg

Rear frame -1.2 kg

Swing arm -0.5 kg Pivot plate

Right lower pipe

ら，ӈଆロワパイプをボルトオンタイプの分ׂ式から༹઀

一体ߏ଄に変ߋした．さらに，ϐボットプϨートには前Ϟ

デル同様にプϨス੡๏のプϨートを̎ຕ重Ͷ合わせたϞナ

Χ࢓様を౿ऻするが，内൘に 600	.1a ࠾౓߯をڧの高ڃ

用し，内൘を൘ް 1.6	mm から 1.4	mm，外൘を 1.8	mm から

1.6	mm へそれͧれബ೑化した．

アルミ੡のリϠフϨーϜとスイングアーϜにおいては，

ઃܭ自༝౓が高いர଄ࡐと଱ੑٱの高い஁଄ࡐを૊合せ，

それらをԡしग़しパイプで࿈݁する࢓様とすることでܰྔ

化を実ݱした（Fig. 10）．これらの݁Ռ，フϨーϜボデーશ

体で 1.8	 LH，スイングアーϜで 0.5	 LH と，ج本֨ࠎ部඼で

2.3	 LH のܰྔ化を実ݱし，׬੒ंશ体のܰྔ化に大きくد

༩した．

ݮϞʔϝϯトの௿ੑ׳੒ंのϚεूதにΑる׬�����
ӡಈੑೳを޲上するためには，Ϥーʗロールʗϐッν

̏࣠の׬੒ंのੑ׳Ϟーメントを௿減させることが重要と

なる．ಛに࿏໘のى෬やԜತがܹしいオフローυ૸行にお

いては，ટ回や上下ಈのಈきに対するੑ׳Ϟーメントを௿

減させることが，ܰ いऔり回しと࿏໘外ཚに対するऩଋの

良いं体ڍಈにつながり，ߥれたオフローυ࿏໘をより҆

心して૸ഁすることをՄೳとする．そのためにはं体の重

心Ґஔから཭れた部඼のܰྔ化がٻめられる．

ಛに前ड़したリϠフϨーϜとスイングアーϜのܰྔ

化はマスの集中化に大きくد༩している．さらに，ڥ؀

ద合ੑのために，ഉؾ৮ഔをഉؾΨスのড়化をより効率

的におこなえるഉؾϙートۙ๣のं体前方にҠಈした．

この഑ஔ変ߋを活用し，ं 体後部にお͚る重ྔ෺である

マフラをं体重心Ґஔに 85	 mm ۙづ͚ることができた

（Fig. 11）．

これら手๏によるマス集中の݁Ռ，ӡಈੑೳ޲上にد

༩するϤーੑ׳ 4.0�，ϐッνੑ׳ 9.5� の௿減を実ݱした

（Fig. 12）．

Fig. 10   Configurations of rear frame and swing arm

Forged bracket

Forged
end piece

Casting bracket

Extruded pipes 

<Rear frame> 

Swaging pipe

Casting cross body
<Swing arm> 

Fig. 11   Comparison of muffler size

85 mm
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Fig. 13   Top view of main body frame

Fig. 14   Frame body analysis result

Previous modelDeveloped model

Head pipe

Main pipe

Front cross pipe

-20 mm

Stress High

Low

Previous modelDeveloped model

Flexible area

�����ϑϨʔϜ߶ੑのݟ௚し
࿏໘外ཚによるं྆の上下ಈがܹしく，׈りやすい࿏໘

のオフローυ૸行では，外ཚに対しԺやかにं体ڍಈをऩ

ଋさせ，ライμૢ作に対しフϨーϜボデーશ体がたわみ，

௥ैするੑೳがٻめられる．これが，ライμの҆心感とർ

労௿減につながる．本Ϟデルではこのॊೈੑを௥ٻし，ա

Twin	な道を҆心して૸ഁできる，AGricaࠅ らしいϋンυ

リングにຏきをか͚ることをͶらいとした．

前Ϟデルでは，࿏໘൓力や制ಈ時にお͚るメインパイ

プの変Ґをフロントクロスパイプで཈制していた．本Ϟデ

ルでは，ϔッυパイプपลのΨセットの形状変ߋによるิ

，ࠨやڧ ӈのメインパイプのશ幅を 20	 mm めてฏ行にڱ

ۙづ͚るϨイア΢トへの見直しなどでメインパイプの変

Ґを཈制し，フロントクロスパイプのഇࢭをՄೳとした

（Fig. 13）．これにより，ै དྷ同౳のフϨーϜボデーのڧ౓

଱ੑٱや制ಈ҆ఆੑを確อしながら，ԣ方޲のॊೈੑをಘ

ることができた．Fig. 14に前後タイϠの઀地఺にԣ方޲に

ՙ重ೖ力したࡍのフϨーϜボデーの $AEղੳデータの一

例をࣔす．本ϞデルではϐボットプϨートからメインパイ

プにか͚て，Ԡ力が広い範囲に分ࢄされていることがわか

る．これはフϨーϜボデーશ体がたわんでいることをࣔし

ており，外ཚに対してԺやかにं体ڍಈをऩଋさせるಛੑ

につながっている．このಛੑによりオフローυ૸行でも҆

心できるટ回ಛੑがಘられた．さらに，フϨーϜ߶ੑの௿

減によりܰշなϋンυリングとなり，オフローυ૸行をよ

りָしめるੑೳを実ݱした．

Fig. 12   Result of moment of inertia
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̐ɽπʔϦϯάのたΊのਐԽ

ツーリングでは長ڑ཭ʗ長時間の૸行に対して，心身

ともにർれにくくすることが重要である．心ཧ的なർ労

に対しては，ಈ力ੑೳの޲上をもって対Ԡした．これによ

り，前Ϟデルに対して௿回転での余༟あるトルクフルな૸

りや，タンデϜやੵ載状態の૸行でもストϨスの無い加଎

がՄೳとなり，心ཧ的余༟が生まれた．また，身体的ർ労

に対しては，૸行෩から身をकるための๷෩ੑೳの޲上を

ਤった．さらにはライディングϙジションの見直しやシー

トのշదੑ޲上をおこなったが，ここでは，Ҏ下の二つに

．りड़べるߜ

（１）	ಈ力ੑೳの޲上

（̎）	๷෩ੑೳの޲上

�����動ྗੑೳの্޲
ྺ代のAGrica	Twin が最も重ࢹしているのは，お٬様が

多用する常用回転Ҭでのग़力ಛੑである．しかし，メイン

マーέットであるԤभでの࢖い勝手では，高଎道࿏などで

の加଎ੑೳも重要な要ૉである．余༟を࣋ったストϨスフ

リーな加଎ができることで，շదੑを޲上させることがՄ

ೳとなる．本Ϟデルでは，あらΏる回転Ҭからでもे分な
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加଎力が発شできるように，શҬで 6� Ҏ上のग़力޲上を

目ࢦした．ܰ ྔ化とのバランスをؑみ，ഉྔؾを前Ϟデル

に対し 85	 cm3 アップの 1083	 cm3（ઃܭ値）とした．合わせ

てؾٵഉؾॾݩなどの࢓様見直しをਤった݁Ռ，前Ϟデル

に対して，ग़力はશҬで 6�Ҏ上，最大で 8�の޲上をୡ੒

した（Fig. 15）．これによって，前Ϟデルに対して໿ 5�の

加଎ੑೳの޲上をୡ੒した（Fig. 16）．

શҬでのಈ力ੑೳ޲上をਤることで，ੵ 載状態などの

ं྆のコンディションや，登ࡔや高଎૸行時などのシνϡ

エーションにかかわらͣ余༟を࣋った૸りがՄೳとなり，

ツーリングでのշదੑを高めることがՄೳとなった．ま

た，オフローυ૸行の໘においても，パワフルなಈ力ੑೳ

ならではのライディングをָしΉことにد༩している．

�����๷෩ੑೳの্޲
本Ϟデル A4にお͚る๷෩ੑೳは，ライμへの෩౰たり

をܰ減することで，長ڑ཭ツーリング時のշదੑを޲上し

た．ここでは，ライμの಄部पลと಑体部पลそれͧれの

๷෩ੑೳについてղઆする．

�������಄෦पลの๷෩ੑೳ
本Ϟデル A4 では，಄部पลの๷෩ੑೳ޲上のため，

4TD に対して 215	 mm 長いロングタイプの΢インυスク

リーンを࠾用した（Fig. 17）．また，΢インυスクリーンऔ

り෇͚部には，手ಈ式̑ஈ֊Մ変ߏ଄を࠾用した．֯ ౓を

ઃ͚た二つのϨールとリンクでߏ੒されたՄ変ߏ଄を࣋

ちࠨ， ӈのϊブをૢ作することにより，スクリーンの̑ஈ

֊ௐ੔がՄೳとなっている（Fig . 18）．このߏ଄により，

̑ஈ֊目で 60	mm の高さ変化と 5 の˃֯౓変化をઃఆする

ことがՄೳとなり，๷෩ੑೳを変化させている．
Fig. 19にライμの಄部पลのۭؾのྲྀ଎分෍を表した

$FDղੳの݁Ռをࣔす．１ஈ目では，前ϞデルのA4と同

౳の๷෩ੑೳをͶらった．本スクリーンのライμの಄部प

ลへの෩౰たりをܰ減する効Ռによって，長ڑ཭ツーリン

グ時のշదੑを確อした．̎ から̑ஈ֊目は，ライμの࢟

੎や体֨に合わせてௐ੔Մೳとした．前Ϟデル同౳の１ஈ

目に対し，̑ ஈ目では಄部෇ۙの෩ѹが௿減しており，๷

෩ੑೳが޲上していることがわかる．

�������಑ମ෦पลの๷෩ੑೳ
本Ϟデル A4 では，಑体部पลの๷෩ੑೳ޲上のため，

4TD に対してフΣアリングの専用ઃܭをおこない，શ

幅ʴ 50	mm とした．Fig. 20に৐員のࠊपลのۭؾのྲྀ଎

分෍を表した $FD ղੳの݁Ռをࣔす．フΣアリング形状

の違いにより，৐員への෩౰たりをܰ減させていることが

確認できる．

Ҏ上の݁Ռ，前Ϟデル A4 が࣋っていたշదੑに加え，

৐員の࢟੎や体֨に合わせてௐ੔Մೳな΢インυスクリー

ンの࠾用とフΣアリング形状の変ߋにより，ライμへの๷

෩ੑೳを޲上させ，身体的ർ労ܰ減を実ݱした．

Fig. 15   Engine performance
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Fig. 16   Comparison of acceleration performance
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̑ɽं ମ੍ޚのਐԽ

ं体制ޚにお͚る進化も実ݱした．ं 体ܭੑ׳測૷ஔ

（*nertial	.eaTVrement	6nit�	*.6）の૷උによって，Fig. 21

にࣔすϐッνʗロールʗϤーの֯଎౓と，前後ʗࠨӈʗ上

下の加଎౓の࿡つをܭ測し，ं 体のಈ作状態をリアルタイ

Ϝで೺ѲすることがՄೳとなった．この情報を活用するこ

とで，֤ छ制ޚのਫ਼౓が大幅に޲上し，よりスϜーζなं

体のڍಈを実ݱした．*.6による制߲ޚ目をҎ下にࣔす．

（１）	Honda	4electaCle	TorRVe	$ontrol（H4T$）�

ಈを؇和するたڍり時の׈ಈ力によるタイϠのۭ転，ԣۦ

めのۦಈ力制ޚ

（̎）	΢ィリーコントロール：

フロントリフトアップ時のϐッν֯と֯଎౓を制ݶするた

めのۦಈ力制ޚ

（̏）	A#4�

コーナリング中のブϨーΩڍಈの؇和制ޚおよͼブϨーΩ

時のリϠタイϠのුき上がりを๷ࢭするためのブϨーΩӷ

Fig. 19   Result of velocity distribution analysis of upper body by CFD
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Fig. 20   Result of velocity distribution analysis of lower body by CFD
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Fig. 18   External view of manually adjustable windscreen
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๛෋な情報を見やすくするために大ܕΧラーӷ晶を࠾

用．ライディングに集中しつつも，メータからの情報を的

確に認識することがՄೳとなった．さらに多くの機ೳの

ઃఆを感֮的にૢ作できるように，ఀ 時にはタッνパࢭ

ネルでのૢ作もՄೳとした．また，Fig. 23にࣔすとおり

64#έーブルにて i1hone と઀ଓすることによってApple	

$ar1laZ がར用Մೳとなる．ナϏをはじめとする֤छアプ

リは，4iri によるԻ੠ૢ作をすることでརศੑが大きく޲

上した．

Fig. 21   Vehicle motion direction component from IMU

Yaw

Pitch
Roll

Up

Front

Down

Rear

Right

Left

Fig. 22   Multi-information display

Fig. 23   Apple CarPlay

̓ɽ։ൃ੒Ռ

本Ϟデルの։発では，ग़力޲上と׬੒ं重ྔを௿減さ

せることにより，オフローυ૸行をよりָしめる AGrica	

Twinと，૷උのॆ実をਤりよりշదなツーリングをՄೳと

するAGrica	Twin	AdventVre	4portT を実ݱした．ग़力では

ഉ֦ྔؾ大によりશҬで 6� Ҏ上の޲上をୡ੒し，重ྔで

はओにエンジン，フϨーϜなどのओ要部඼の見直しによっ

てܰྔ化をୡ੒した．本Ϟデル 4TDでは，前Ϟデル 4TD

に対し 4	LH のܰྔ化により，オフローυ૸行のための進化

をした．本Ϟデル A4 では，๷෩ੑೳ޲上をはじめ多くの

շద૷උを௥加しつつも，前ϞデルA4に対し 5	LH のܰྔ

化をୡ੒し，શҬで޲上したಈ力ੑೳと૬まって，ツーリ

ングのための進化をՌたした．

前Ϟデルから౿ऻしたコンセプトʮ(o	 anZwhere ʵ日常

のコミϡーティングから広大なເの大地を૸ഁできる，ਅ

の本֨アυϕンνϟーϞデルʯを，より高い次ݩで実ݱし

たAGrica	Twin で৽たな๯ݥをָしんでいただきたい．
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̒ɽ)VNBO�.BDIJOF�*OUFSGBDFʢ).*ʣのਐԽ

タッνパネル式 6.5 インν TFT ディスプϨイを࠾用

（Fig. 22）することによって，ライμとं྆૒方޲の情報఻

ୡの࢖い勝手の޲上をਤった．
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